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は じめ に

　 2003 年春季大会 で 報告 した よ うに 、温暖化時 の 大

気か ら海洋へ の淡水フ ラ ッ ク ス と基準ラ ン に おける フ

ラッ ク ス を交換 しながら積分を続ける半結合実験を行っ

たと こ ろ 、淡水 フ ラ ッ ク ス の 増加 す る 北大 西洋高緯度

側 にお い て 海水 の 塩分濃度が増加する とい う興味深 い

現象が観測 された （図 1）。この 結果が 、モデル の 熱塩

循環 が熱塩駆動 レジ
ー

ム にあ ると考える こ とで説明可

能 で あ る こ とは、2004年度秋季大会に おける単純ボ ッ

ク ス モ ヂルを用 い た考察に よ り示 し た 。 そ の 際ポイ ン

トとな る の は、現実ある い は大 循環 モデル における大

西洋と 単純化 されたポ ッ ク ス モ デル の 描像 を結び付け

る方法で あ る。単純化されたボ ッ ク ス モ デルにお ける

熱塩循環 の循環様式は表層ボ ッ ク ス へ 供給 され る淡水
の 分配 の 仕方 （ボ ッ クス 間を移 動する外界 に よ る淡水

輸送 の 向） に よ り
一

意的 に決定 され て しま う。一方、

現実あ る い は結合大循環 モ デル の 海洋表面における淡

水収支 もまた 、 気候値と して はほ ぼ一意的に決ま っ て

い ると考 え られ る。 こ れ ら 両者の其々 に つ い て は 、原

理的には解釈の相違等が入 り込む余地はない 。 しか し

なが ら、単純 モ デル の ボ ッ ク ス の それぞれが、現実の

海洋 （大西洋）の どの 部分に 相 当す る か と い う問題は、
必ず しも自明な訳で はな く、そ こ に見解 の 相違 が入 り

込む余地がある 。 実際、Rahmstorf （1996）に おける 見

解と我々 の 見解の違い は こ の 問題か ら発生し て い ると

い え る 。（Ralimstorf　1996 における、、海洋の 淡水輸送

を風成成 分と転覆成分 とに分離す る方法 につ い て も議

論は当然必要 で あ る が、こ こで は とりあえずそ の 問題

は考え な い 。）以下で は、こ の 問題に つ い て 議論す る 。

考察 ’

　 ポッ ク ス モ デルでは、熱塩循環 の強さは南北両ボ ッ

クス 間 の （鉛直積分 され た）密度差 によ り決 まる。一

方、図 2 に 示 した結合 モ デル西大西洋域 で の （鉛 直平

均 した）海水密度 の 緯度 プロ フ ァ イル には北緯 50 度付

近の ピークと南緯十数度か ら北緯十数度付近 にか けて

の 平坦部の 間 に 明瞭な段差が あ り、こ れ が西大西洋域

全体に おけ る 密度経度を ほ ぼ代表 し て い る。つ ま り、
ポ ッ ク ス モ デル にお ける南北両 ボッ クス の 密度は、こ

れ ら二 つ の 部分 にお ける密度 によ りほぼ代表 されて い

る と い え る で あ ろ う。また、図 3 に 示され る モ デル の

大西洋淡水収支は、北緯 40 度付近と 10度付近に明瞭

なピー
クを持っ て い る 。 これは こ の 付近の 緯度に お い

て淡水フ ラ ッ ク ス の 符合が逆転す る こ とを意味 し て お

り、ボ ッ ク ス の 境界として の 候 補 にな り得 る こ とを示

して い る。従 っ て 、一
つ の 可能性 と して 、北緯 40 度

付近と北緯 10 度付近に ボ ッ ク ス の 境界をおき、淡水

収支を計算する こ と が出来る。こ の よ う に して 計算し

た淡水収支か ら は 、 熱塩循環が必然的に 熱塩駆動で あ

る こ とが帰結 され るが、これ は図 1 に示 した、塩分濃

度 プ ロ フ ァ イル の 変化 パ ターン と整合的で あ る 。
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図 1： 鉛直平均 （0 − 3000m ）した塩分濃度 の 緯度

プ ロ フ ァ イル （西大西洋）。
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図 2： 鉛 直平 均 （0 − 3000m ）した密度 の 緯 度プロ

フ ァ イル （西大西洋）。
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図 3： 大 西洋 の 淡水収支 。
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